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オリエンテーション　事前学習（実施項⽬） フィードバック内容詳細（⾃由記述）

オリエンテーション　事前学習 内容詳細（⾃由記述）

フォローアップ　事後学習（実施項⽬）

インターンシップ　実施項⽬ フォローアップ　事後学習（⾃由記述）

インターンシップ　内容詳細（⾃由記述）

⼯夫ポイント（⾃由記述）

教育的効果（⾃由記述）

改善活動（⾃由記述）

協⼒社員の属性

具体的社員交流
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【2】★文理不問！0.5dayでIT業界まるわかり★カードゲームでSEに不可欠な「素質」を磨こう！

2021年7月　2021年8月　2021年9月　2021年10月　2021年11月　2021年12月　2022年1月　2022年2月

9 9 11

特に対象とする学部はない

大学1・2年生の募集対象ではあったが特に積極的に募集は行っていない

いいえ

いいえ

いいえ 支給なし

全てオンラインで実施

【実務体験】実際の業務を一部実施　【その他】職業適性・自己理解などを深めるワーク　【その他】人事や社員による講義・レク
チャー　【その他】就職活動に対するアドバイス・レクチャー

【1】IT業界セミナー
　「ITとは」という基本概念から業界についてご説明し、まずは生活に身近なIT技術を活用したサービス・プロダクトについてお話します。そこから業界地
図のお話をすることで「同じIT業界でも様々な特色をもった企業があること」、「会社の規模や知名度だけでなく、どういう働き方がしたいかで会社を選ぶ
ことの重要性」などをご説明します。またその後、エンジニアの仕事内容について、「開発エンジニア」と「インフラエンジニア」に分け、ご説明します。
※いずれも一方的にご説明するだけでなく、学生さんから現時点での考えや意見を伺いながら進めています。

【2】自己分析にも活用OK『価値観ゲーム』
　弊社のみならず多くの企業で（ミーティング冒頭などに）実施されている、お互いの価値観を知るための“価値観ゲーム”を実施します。
　価値観ゲームとは、価値観の書かれた70枚以上のカードからランダムに引き「自分に合ったものを選ぶ」「合わないものを捨てる」という行為を繰り返す
ことで、最終的に自分の価値観に合った5枚のカードを厳選し、それら5枚を選んだ理由を第三者に伝える、というものです。
　チームで業務を行うことの多いエンジニアにとって不可欠な「互いの価値観を正しく認識し、言語化する場面」をこのゲームで体験することができます。

【3】会社紹介＆『アウトプットワーク』
　弊社の会社紹介とともに、実際に社内でも活用される効率的な「学習法／アウトプット法」を実践します。
　そのアウトプット法はマス目状のワークシートを使用します。（弊社作成・メールにて事前に送付）学生さんには弊社の会社紹介を聞く中で、気になった
ワードをそのワークシートのマスに入れていただきます。そして最後に、学生さんが特に印象に残った事項をそのワークシートを確認しながら第三者（参加
者・実施者）に説明します。こうすることでより会社紹介の内容の理解を深める、というものです。
　エンジニアになると、技術に関するセミナ―・講義への参加や、自己学習・情報収集の機会が増えます。そういった場面で活用できるような、より体系的
な知識を身に付けるための学習法をここでお伝えしていきます。

【4】人事質問会
　業界・会社についてや、技術の学習方法、就職活動・キャリア形成についてなど、学生さんからのあらゆる質問にお答えしアドバイスをしていきます。

0

特に機会は設けていない

技術は入社後の研修で十分に学んでいけるからこそ、弊社のエンジニアに必要な素質に気づいて頂き、実務ベースで必要なことを意識
してもらうことを大切にしました。
　「弊社のエンジニアにはどういった素質のある方が向いているか」、また「弊社で活躍している人の共通点は何か」などをまず説明
した上で、実際にプロジェクト前に業務内で行なっているゲームや、エンジニアにも推奨している学習法に触れていただくようにしま
した。

業界・職種説明の際、どこかを細かくご説明するというよりかは、まんべんなく業界のことをお話しています。また、セクションごと
に「○○に興味のある方、または今後興味が沸いてきた方は、ここを深堀して情報を集めてみてください」などアドバイスをすること
で、今後の学習のきっかけ（ヒント）になるようにしています。

インターンの終わりには、学生さんに1日を通しての感想を直接お伺いしています。また独自のアンケート用紙をお配りし、インターン
の満足度・感想や現時点で収集したい情報などを伺いしています。
　それら学生さんから得た意見をもとに、プログラム内でお話する内容を随時変更したり、冬のインターンシップの企画内容に反映し
たりなどしています。

事前のオリエンテーションは実施していない

特になし

個人に対する口頭でのフィードバック

10分未満 プログラムの最後に1回行った

下記のことを意識してフィードバックを行なっています。
◆参加者全体ではなく、一人ひとりに実施すること
◆良い点だけでなく今後の課題もお伝えすること
◆課題をお伝えするだけでなく、解決するためにはどんな取り組みが有効かまでアドバイスすること
◆実際のエンジニア業務に置き換えて「なぜ良点なのか・なぜ課題なのか」を論理的にお伝えすること（実施者個人の所感で良し悪し
をお伝えしない）
◆フィードバックをした上で、また挑戦してもらう機会をその場で設けること（フィードバックをして終わり、には決してしない）

学生自身によるインターンシップ経験の振り返り・学びの言語化　学生全体に対する評価・フィードバック　インターンシップ終了後
の定期的な連絡・フォロー　人事や社員による講義・レクチャー　就職活動に対するアドバイス・レクチャー

非上場

プログラムでは質問を承る時間を毎回1時間ほど設け、一人ひとりじっくりお話を伺うようにしています。会社のことや業界のことだけ
でなく、就職活動のこと、キャリア形成についてなど幅広くご相談を承っています。また、プログラムの最後には学生さんに1日を通し
ての感想もお伺いしています。
　そして、インターン終了後はメールにて現在の学校での状況をお伺いするほか、興味があるとおっしゃっていた分野の学びのヒント
や、弊社情報（福利厚生・働き方・職場環境など）などについておまとめし、お送りしています。

50～100人未満

ソフトウエア・情報処理・ネット関連


